
14． 高松港（玉藻地区）大型客船航行安全対策調査検討委員会 

（第 2 回） 
 

1 開催日  令和 7 年 12 月 19 日（金） 
 

2 場 所  高松東急ＲＥＩホテル 
 

3 目 的 
高松港玉藻地区において 11 万トンＧＴ級大型客船の入出港に向けて、学識経験者・

海事関係者及び関係官庁からなる委員会を設置して、左舷着岸での対象船舶の安全性を
確保するとともに、一般通行船舶への影響を最小限にするために当該区域の通行実態や
特殊性を踏まえた安全対策について調査検討及び策定することを目的とする。 

 
4 議 題 
 (1)  第1回委員会議事概要（案）について 

(2)  作業部会⾧報告について 

(3)  第1回委員会の指摘事項と対応について 

(4)  自然環境・航行環境について 

(5)  ビジュアル操船シミュレーション実施結果について 

(6) 船舶係留動揺シミュレーション実施結果について 

(7) 航行安全性の課題抽出、航行安全性の検討、航行安全対策の策定（案）について 

(8) 報告書作成方案及び結論（案）について 

(9) その他 

 
5 出席者（敬称略、順不同） 

委員⾧ 海上保安大学校 名誉教授 日 當 博 喜 
委 員 海技大学校 名誉教授 岩 瀬   潔 
 神戸大学 准教授 渕   真 輝 
 内海水先区水先人会 副会⾧ 鹿 渡 正 次 
 一般社団法人 日本船⾧協会 常務理事 朝 藤   健 
 香川県旅客船協会 会⾧ 堀 川 満 弘 
 香川県旅客船協会 会員 西 瀧 了 一 
関係行政機関 高松海上保安部  
発注者 香川県土木部  
事務局 公益社団法人 瀬戸内海海上安全協会  

 


